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《分野ごとの構成》

目指す姿

取組の方向性
（１） ・・・・・
（２） ・・・・・
（３） ・・・・・

現状と課題
（１）・・・・・・・
○・・・・・・・・

（２）・・・・・・・
ア・・・・・・・
○・・・・・・

具体的な施策
（１）・・・・・・・
ア・・・・・・・
○・・・・・・

《数値目標》
目標項目 現状値（R5） 目標値（R11） 備考

《ロジックモデル》

取組の方向性 に示す項目ごとに、さらに具体的
にどのような施策に取り組むのかを示します。（ア
ウトプット） ※実施主体が明示されていない場合
は、県が実施主体であることを意味します。

目指す姿 の実現へどれだけ近づいているか、あ
るいは施策がどの程度進んでいるかを把握できる
項目を《数値目標》として設定します。

Ø ・・・・・・・
Ø ・・・・・・・

各分野において、様々な施策の最終的な成果とし
て目指す姿を示します。（分野アウトカム）

下で記述する 現状と課題 を踏まえ、 目指す姿
を実現するために、取り組むべき大まかな方向性
を示します。（中間アウトカム）

各分野における現状と課題を整理します。

記載されている 目指す姿 取組
の方向性 具体的な 施策 との関係
を図式化して示します。


